
  

 

 ７月は、旧暦で「文月（ふみづき）」と呼ばれますが、文月の由来を調べると、７月７日の

七夕が大きく関係しているようです。七夕では、短冊に願い事や詩歌

を書いて笹につるして飾る風習がありますが、この風習を「文被月（ふ

みひらきづき・ふみひろげづき）」といい、これが変化して「ふみづ

き」となったという説が一般的です。また、旧暦の７月は、稲の穂が

膨らむ季節であり、「穂含み月」や「含み月」と呼ばれていたことか

ら、変化して「ふみづき」になったという

説もあるようです。７月に入り、児童・生

徒の皆さんにとっては待ちに待った夏休みを迎えることとなりま

すが、小・中学生は、自由研究や史跡巡りなどの市内探訪、高校生

は、オープンキャンパスへの参加や部活動、夏期講習などへの参加

を通じて、新しい発見や自己啓発にチャレンジして、稲穂のように

元気よく成長してほしいものです。今月号では、夏休み期間中、色

んなことにチャレンジする皆さんにぴったりの「夏休みチャレンジパス」発売や６月に行った、

「市電運転体験」の様子などをお伝えします。 

『『市市電電運運転転体体験験』』をを行行いいままししたた!!!! 

 ６月１０日（土）（路面電車の日）に市電運転体験イベントを行いました。 

今回は、中学生以上を対象に、抽選により１０名の皆さんに参加いただきました。 

参加者の中には、東京や埼玉、千葉からもお越しいただきました。 

まずは、「机上講習」にて、係員が電車の構造や運転に関する注意点などを説明しました。

次に、「適性検査」では、速度反応の検査、最後に、「アルコールチェック」では、運転士と同

様のチェックを行い皆さん合格しました。 

そして、待望の「運転体験」では、シミュレーションの後、実際の電車で運転、今回の体験

車両は「５０１号車」で、交通局の営業車両のうち、一番歴史のある昭和３０年製です。 

皆さん緊張の面持ちでスタート、やはり難しいのは停車操作で、悪戦苦闘していたようです。 

交通局では、「かごでん乗車イベント」や「市電・市バスのお仕事体験」など、色んなイベ

ントを開催していますので、夏休みを利用して、是非、参加してみてはいかがですか。 

 

    

○机上講習の様子 ○適性検査の様子 ○体験車両の様子 ○運転体験の様子 
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『『今今年年もも発発売売！！夏夏休休みみチチャャレレンンジジパパスス』』!!!! 

 交通局では、夏休み期間中の小・中学生及び高校生（平成２９年度

から）を対象に、市電・市バス・カゴシマシティビュー・サクラジマ

アイランドビュー・観光レトロ電車「かごでん」に乗り放題の大変お

得な「夏休みチャレンジパス」を今年も発売します。 

 ◆発売期間  ：平成２９年７月 １日（土）～８月２０日（日） 

 ◆利用期間  ：平成２９年７月２１日（金）～８月３１日（木） 

 ◆料金（税込）：小学生 ２，０００円 中学生・高校生 ４，０００円 

 ◆発売場所  ：交通局内、市役所前（日曜日及び祝日を除く毎日）、桜島営業所（祝日を除

く毎日）、※イオン鹿児島鴨池店（臨時）、※谷山電停（臨時）の各乗車券

発売所 

                 ※イオン鹿児島鴨池店及び谷山電停の臨時発売所は、7/3～7/5、 

          7/25～7/28 及び 7/31～8/4 の 9:00～18:30 のみご利用いただけます。 

 購入には、申込書、顔写真（タテ３．０㎝×ヨコ２．５㎝）のほか、中学・高校生について

は、生徒手帳など本人を証明するものが必要です。 

 チャレンジパスには、映画館や観光施設等１９施設の入館料などの割引（高校生は一部対象

外）やチャレンジパスを持っている小学生の同伴者のみ、運賃割引・入館料等の割引特典があ

ります。 

 今年の夏は、市電・市バスを利用して、市内探訪や自由研究、オープンキャンパスへの参加

など、夏休みの思い出づくりやスキルアップにチャレンジしてみてはいかがですか。 

 ※鹿児島市以外にお住まいの小・中学生及び高校生も購入できます。 

 ※夏休みチャレンジパスは、民営バス、南国交通との共同運行路線での南国バスは利用でき

ません。 

 ※申込書は、交通局ホームページからもダウンロードできます。 

  

○小学生・中学生申込書 ○高校生申込書 
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